
企業理念（CSR 経営ビジョン・行動指針）

CSR・環境経営推進体制

TITLE:

企業理念（1990年制定）

社会からゆるぎない信頼を得ている地球貢献企業になる

CSR行動指針

CSR経営ビジョン（2008年制定）

横浜ゴムグループ行動指針（2014年改訂）

心と技術をこめた
モノづくりにより

幸せと豊かさに貢献します

基本理念

1.社内外を問わず人権を尊重します
2.安全で健康な職場をつくります
3.地球環境との調和を図ります
4.安全・高品質な製品・
　 サービスを提供します

5.透明性の高い企業活動を行い、
　 適切に情報を開示します
6.法令のみならず社会規範を守ります
7.地域社会との共存共栄を図ります

● 変化し続ける社会動向をつかむ
● 貢献できる課題を見極める

● 迅速に行動しゆるぎない信頼を得る
● 一人ひとりがCSR当事者として行動する

● CSR （p.1, p.2, p.9, p.10, p.12, p.20, p.21, p.22, p.26, p.27, p.28）

Corporate Social Responsibilityの略。企業の社会

的責任と訳される。横浜ゴムでは、企業の社会的信頼

と読み替えて、「社会からゆるぎない信頼を得ている

地球貢献企業」を目指す

● ステークホルダー （p.1, p.8, p.10, p.25, p.26, p.28）

民間企業など、あらゆる組織が活動を行う上でかかわ

る個人・団体、利害関係者

● 国連グローバル・コンパクト （p.1, p.8, p.20）

各企業が責任ある創造的なリーダーシップを発揮す

ることによって、社会の良き一員として行動し、持続

可能な成長を実現するための世界的な枠組みづくり

に参加する自発的な取り組み

● ISO26000 （p.1, p.8, p.20, p.25, p.26, p.28）

ISO（国際標準化機構）によって発行された、企業など

組織の社会的責任に関する手引き

● GRIガイドライン （p.1, p.20）

組織における持続可能性報告のための国際ガイドラ

イン

● PDCA （p.1, p.24, p.28）

業務の改善を図るため、計画（Plan）→実行（Do）→評

価（Check）→改善（Act）のプロセスを繰り返す手法

● 中期経営計画「GD100」 （p.8, p.9, p.10, p.19, p.20）

横浜ゴムグループが2006年度からスタートさせた中

期経営計画「グランドデザイン100」。創業100周年に

あたる2017年度までの12年間を4つの期間に分け、

2015年度から2017年度のフェーズⅣはGD100の

集大成

● ウェットグリップ （p.8）

タイヤが地面を捉える力で濡れた路面での制動力を

指す。自動車の走行時、回転するタイヤにかかる進行

方向と逆向きの抵抗力「ころがり抵抗」とともに、低燃

費タイヤを実現する大きなポイントとなっている

● ISO9001 （p.8）

ISO によって発行された品質マネジメントシステム

に関する要求事項を規定した国際規格

● ISO14001 （p.8）

ISOによって発行された環境マネジメントシステムに

関する要求事項を規定した国際規格

● コンプライアンス （p.8, p.20, p.25, p.26）

法令・社会規範を順守すること

● サプライチェーン （p.9, p.10, p.18）

組織に対して製品やサービスを提供する一連の活動

または関係者

● バリューチェーン （p.22, p.25）

製品またはサービスの形式で価値を提供するか受け

取る一連の活動または関係者全体

● 5S （p.24）

整理・整頓・清掃・清潔・躾の5項目の頭文字Sをとっ

たもの。職場環境の美化、従業員のモラル向上に加え、

業務の効率化、不具合流出の未然防止、職場の安全性

向上を狙いとした活動

● ヒヤリハット （p.24）

重大な災害や事故につながる可能性のある、一歩手前

のヒヤリとしたりハットしたりするミス

● 安全ワーカー （p.24）

社内基準に基づく安全スキル保有認定者

● 標準作業書 （p.24, p.27）

安全に、確実に、能率よく作業を行うため、作業の流れ

や方法を書面にまとめたもの

　会長兼CEOが議長を務めるCSR＊会議、社長が議長を務める環境推進会議をそれぞれ年に２回開催し、横浜ゴムグ
ループが取り組むべきCSR課題について立案・検討する体制を整えています。経営に影響を与える事項については、経営
会議に答申し、承認を得ています。

会社概要（2014 年12月31日現在）

タイヤ
乗用車用、トラック・バス用、小型トラック用、
建設車両用、産業車両用などの各種タイヤ・
チューブ、アルミホイール、自動車関連用品

○ 主要製品

○ 事業展開地域

○ 連結売上高・当期純利益 ○ 連結総資産・自己資本比率 ○ 連結従業員数

会 　 　 社 　 　 名  

創 　 　 　 　 　 立  

資 　 　 本 　 　 金  

売 　 　 上 　 　 高  

決 　 　 算 　 　 期  

代表取締役会長兼CEO

代 表 取 締 役 社 長  

本  社  所  在  地

従 　 業 　 員 　 数  

横浜ゴム株式会社 

1917年10月13日 

38,909百万円 

625,245百万円（2014年度） 

12月31日 

南雲忠信

野地彦旬 

〒105-8685
東京都港区新橋5丁目36番11号

21,441名（連結） 

株　　  主　　  数

発行済み株式総数

連結対象子会社数

持分法適用会社数

上 場 証 券 取 引 所

事業を展開している
　　 国・地域

U　　　R　　　L

9,349名

342,598,162株

120社

1社

東京、名古屋

日本、米国、カナダ、オーストラリア、
ドイツ、フィリピン、ベトナム、中国、
タイ、ロシア など

http://y-yokohama.com/

工業品
コンベアベルト、ゴム板、各種ホース、防舷材、
オイルフェンス、マリンホース、型物、空気
バネ、ハイウェイジョイント、橋梁用ゴム支
承、防水材、ビル用免震積層ゴム、止水材、
防音・防振商品、接着剤、シーリング材、コー
ティング材、封止材、福祉関連商品（エアー
セルクッション）

その他
航空部品（ラバトリーモジュール、ウォーター
タンク、カップリング）、電子材料（ハードコー
ト、高 熱 伝 導 材、太 陽 電 池 用シール 材、
LED 封止材）、スポーツ用品、情報処理サー
ビス、不動産賃貸など

21,441

18,46519,272

（人）

19,412 19,770
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